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細菌尿診断における亜硝酸試験の検討
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   A nitrite test for bacteriuria was compared with routine microscopic examination in 1,318 clinical 
urine specimens and with bacterial culture in 132. Sensitivity, specificity, positive predictive value 
and accuracy rate are as  follows  ; for diagnosis of bacteriuria more than 104 CFU/ml, 53.4%, 88.60/0, 
90.4 and 65.2%,  respectively  ; for more than  105 CFU/ml, 55.4%, 87.8%, 88.4% and 67.2%, respec-
tively. The positive rate for the nitrite test was 21.40/o for bacteriuria of 104 CFU/ml in gram 

positive cocci and 56.9% in gram negative rods. False negative results were obtained from gram 
positive cocci without nitrate reductive activity or from patients with acute uncomplicated cystitis 
because of insufficient incubation time in urinary tract. However, this simple test is valuable in the 
detection of bacteriuria in clinical practice with high specificity. 

                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 861-865, 1997) 
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緒 言

1980年代に実用化 された亜硝酸試験 を用いた試験紙

による細菌尿の検出は,そ の簡便性のため多 くの施設

で採用 されている.し かし偽陰性 となることが多いな

ど,臨 床使用に際して種々の問題 を有しているので,

今回改めて,細 菌尿における亜硝酸試験の信頼性につ

いて検討 した.

対 象

最近約3年 間に当院泌尿器科外来にて,尿 試験紙法

と尿沈渣鏡検法を同時に施行 した1,318検 体を対象 と

した.検 体は原則 として初診患者からの尿を用い!検

体1症 例 とした.こ れらの検体のうち132検 体 に尿定

量培養を施行 した.

方 法

被検尿において,尿 中細菌検出用亜硝酸試験にはN

マルチィスチ ックスSG-L(バ イエル 三共)の 反応

部分 を用い,判 定はクリニテック◎200(バ イエル

三共)自 動分析機にて読み とった.

尿沈渣標本の作成,判 定は,UTI薬 効評価基準第

3版Dに 従い.グ ラム染色を行い油浸で細胞を検鏡 し

た.標 本は,20年 の経験をもつ検査助手が,同 一規格

のス ピッッを用い.尿10mlを1,500回 転,IO分 間遠

心沈殿 して作成 した.検 鏡は10年以上の経験 をもつ泌

尿器科学会認定指導医が施行 した.

尿培養による尿中細菌数判定は,簡 易定量培養法と

してウロメデ ィウム(ニ ッスイ)を 用い,細 菌同定は

当病院中央検査部 にて行 った.

結 果

1亜 硝酸試験の陽性率

亜 硝 酸試 験 陽性 率 は対 象1,318検 体 中102検 体

(8.4%)で あった.

2.亜 硝酸試験 と尿沈渣鏡検法 との関係

亜硝酸試験 と尿沈渣鏡検法による細菌尿の関係 を

Tablelに 示す 尿沈渣の鏡検でグラム陰性桿菌,陽

性球菌のいずれかが±以上であった場合を陽性とした

場合,亜 硝酸試験の特異度は両者に差を認めなかった

が,感 度はグラム陰性桿菌において優れていた.

3.亜 硝酸試験 と細菌数 との関係

亜硝酸試験 と尿定量培養 との関係をTable2に 示

した.IO3CFU/ml以 上,104CFU/ml以 上,105

CFU/ml以 上 を各々陽性 とした場合の亜硝酸試験の

感度,特 異度,陽 性～致率,正 診率を示 したが,い ず

れの場合 も感度が低 く,特 異度が高い傾向が見 られ

た.す なわち偽陰性が多 く,偽 陽性が少ない成績で,



862 泌尿紀要43巻12号1997年

Tablel.Relationshipbetweennitritetestandmicroscopicfindings

Urinarysediment
Nitritetest

Negativea)Positiveb)

Tota1

Gpcc) Negative

Positive

1,173

73

43

29

Total 1,246 72

1,216

102

1,318

Sensitivity

Specificity

Positivepredictivevalue

Accuracyrate

=40 .3%

=94 .1%

=28 .4%

=91 .2%

Nitrltetest

Urinarysediment

Negativea)Positiveb)

Total

GNRd} Ncgative

Posit{ve

1,169

49

47

53

Total 1,218 100

玉,216

102

1,318

Sens玉tlvlty

Spcci丘city

Positivepredictivevalue

Accuracyrate

=53 .0%

=96.0%

=52 .0%

=92 .7%

Urlnarysediment

Nitritetest

Negativea)Positiveb>

Total

GPC十GNR Negative

Positive

1,132

36

84

66

Total 1,168 150

1,216

102

1,318

Scnsitivity

Specificity

P・sitivepredictivevalue

Accuracyrate

=44 .0%

=96 .9%

=64 .7%

=9LO%

a)Absenceofbacteriaunderoilimmersignmicroscopyb)Presence .ofbacteriaatleastonebacteriumind)G
ramnegatlverodc)Gramposltivecoccussome丘eldsormoredensely

Table2.Relationshipbetweennitritetestandquantitiveurineculture

Bacterialcount(CFU/ml)

Positive

bacterial

count≧103

(CFU/m1)

Nitritetest

N.G.a) ≧103

Total

Negative

Positive

33

3

47

49

80

52

Total 36 96 132

Sensitivity

Speci丘city

Pos玉tivcpredictivevaluc

Accuracyrate

=51 .0%

=91 .7%

=94 .2%

=62 .1%

Bacterialcount(CFU/ml)

Positive

bacterial

count≧104

(CFU/ml)

Nitritetcst

≦103 ≧1e4

Total

Negative

Positive

39

5

41

47

80

52

Total 44 88 132

Sensitivity

Specificity

Positivepredictivevalue

Accuracyrate

嵩53 .4%

=88 .6%

=90 .4%

=65 .2%

Bacterialcount(CFU/ml)

Posltive

bacterial

count≧105

(CFU/ml)

Nitritctest

≦104 ≧105

Total

Negative

Positive

43

6

37

46

80

52

Total 49 83 132

Sensitivity

Sepci丘city

Positivcpredictivevalue

Accuracyrate

=55 .4%

=87 .8%

=88 .4%

=67 .2%

a)Nogrowth

菌数が多いほ ど正診率 は上昇 した.

4.亜 硝 酸試験 と菌種 との関係

これ らの結 果に対す る菌種 の影響 を検討 した.尿 中

細菌 数がIO4CFU/m1以 上 で あ った菌種 におい て,

そ の検体 数 を,亜 硝酸 試験 が陽性 と陰性,さ らに単数

菌感 染 と複 数菌感 染 に分 けてTable3に 示 した.グ

ラム陽性 菌で は単数菌感染の場 合,亜 硝酸試験が 陽性

とな った例 はStapnjlococcusaureusが2検 体,StrePto-

COCCZtsagalCtctiaeが2検 体で あった.

次 に亜硝 酸 試験 陰性 で 尿 中細菌 数 が104CFU/m1

以 上 で あった検 体,す なわ ち亜硝酸 試験 が偽 陰性 で

あ った菌種 は,グ ラム陽性球菌 の比率が増加 したが,

グ ラム陰性桿菌 も偽陰性 となる例が 多 く見 られた。

菌種毎 の検 出率 をTab互e4に 示 した.グ ラ ム陽性

球菌 に関 して はS.aureusの2例 は ともに陽性で あ っ

たが,EnterOCOCCtcsfaecalisは 全 例 陰性で あ り,全 体で

は2L4%の 検 出率 であ った.グ ラム陰性 菌 に関 して

は,多 くが陽性で あったがEschen'chiacoliは5割 程度

の陽性率 で,グ ラム陰性菌 全体 で は56.9%の 検 出率 で

あ った.
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Table3.Resultsofnitritetestrelatedtothebacterialspecies

Nitritetest

ISO監ates

Monomicrobialinfection Polymicrobialinfection

Positive Negative Positive Negative

s.aur6us

3.epidenhidis

3,waη2eri

s.saProp勿tticus

S.heamot■tiCUS

s.int6rmedius

StaPh]tococcu"sp.

s.agalactiae

s.競 痂

StrePtoco`ca∫SPP.

E.ノllecalis

E.ノ ゐ8磁 ㎜

E.avium

2

1

1

1

9

3

2

1

l

l

l

l

2

4

1

1

2

3

1

13

1

2

Gpca)subtotal 3(9.4%) 11(33.3%) 16(41,0%) 24(63.2%)

E.coli

1(.Pneumoniae

E,cloacae

1),mirabili∫

1).7畷9〃 歪

M.morganii

1),aerugino∫a

s.mattoPhilia

A,calcoacetiCUS

E.aerogene∫

19

4

1

l

I

1

2

17

1

3

1

7

7

1

2

2

2

2

4

1

1

3

1

1

1

1

1

GNRb)subtotal 29(90.6%) 22(66.7%) 23(59.0%) 14(36.8%)

Total 32(100%) 33(100%) 39(100%) 38(100%)

a)Grampositivecoccus,b)Gramnegativerod

Table4.Positiverateofnitritetestfbrbacteriuriaof≧104CFU/ml

amongthebacterialspeciesfromuncomplicatedurinary

tractinfection

lsolates Numberofisolates Positivefbrnitrltetest %

3.aur6銘s

3.saPropnjtiα ∬

8,agalactiae

s,η ～ゴ添

E.ノllecalis

2

1

1

1

9

2

0

1

0

0

100

0

100

0

0

Gpca)subtotal 14 3 21.4

E,coli

K.Pneumoniae

P.mirabildS

M.morganii

P.aertt8inosa

s.malt(,Philia

A,ca～coacetiCUS

E,aerOgenes

36

5

4

1

1

1

1

2

19

4

1

1

1

0

1

2

52.8

80,0

25.O

IOO

100

0

100

100

GNRb}subtotal 51 29 56.9

Total 65 32 49.2

a)Grampositivecoccus,b)Gramnegativerod
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考 察

亜硝酸試験 は細菌 の硝酸還元能 を利用 した検査法で

ある.細 菌尿 の存在 は,そ の まま尿路感染症 を意味す

る もので はないので,亜 硝酸試験 のみで尿路感染症 を

診 断す る ことは不適 当である.し か し亜硝酸試験 に白

血球エ ステラーゼ反応 や尿潜血反応 を組合 わせ るこ と

に より,尿 路感染症診 断の精度 を上 げ うる と報告 され

てい る2'5)し た が って亜硝酸法 は,こ れ らの基本 と

なる細菌尿検 出法 であ り,そ の精度 を正 しく評価す る

ことが重要 と思 われる.今 回は本法 と尿沈渣,ま た菌

数お よび菌種 との関係 につ いて検討 した.

亜 硝酸試験 は尿 中の硝酸塩 を細菌 が還元 して生ず る

亜硝酸塩 を定性 的に判定す る方法 であるが,グ ラム陽

性球 菌には硝酸還 元能 の欠如 している菌種,あ るいは

還元 能の低 い菌種 が多いため,理 論 的に本法が陰性 に

なる場 合が多い.グ ラム陽性球菌 のなかで硝酸還元能

を有す る菌種 と して はS,aureus,Stapiplococcusepider-

midis,StaPh■IOCOCCZtscapitis,StaPh710COCCUSwameri,

StaPh■10`・・CZtsheamoiptictLs,StaPh■IOC・CCZtshomonis,Sta-

Ph■IOCOCCUSauricularis,StaPh■IOCOCCttsintermediUS,Sta-

Ph210coccussimulαnsな どが あ り,一 方硝 酸還元 能 を欠

く菌種 として はStapnjlococczLssaProPh2ticus,StrePtOCOC-

CtLSPneumoniae,StrePtOCOCCUSagalactiae,StrePtOCOCCUS

mitis,EnterOCOCCUSプ 砒 勉加,E.faecalis,EnterOCOCCUS

aeviamな どがあ る6'7)今 回 の検討 にお いて もE. .fae-

calis,S.saProPh■ticus,S.mitisに よ る細 菌尿 は陰性で

あ った.グ ラム陰性桿 菌は通常,硝 酸還元能 を有 して

いるが,こ れ らに よる細菌尿 に対す る本法 の結果 は,

特 異性 に関 しては優 れていた ものの,感 度 はグラム陽

性球 菌 と同様 劣 ってお り偽 陰性 が多 く見 られた.

尿 沈渣 との関係 においては,特 異性 はグラム陰性桿

菌,グ ラム陽性球菌 ともに従来の報告8)並 みかあ るい

は上 回る成績 を示 している.こ れは当施設で の検体 の

作 製お よび判 定が,熟 練者 に よって行 われているこ と

が反 映 されているため と思 われる.感 度 はグラム陰性

桿菌 と比べ て グラム陽性球菌 の場合 に明 らかに低 く,

尿 定量培養 との関連 と同様 の傾 向が み られた.

尿 路感染症 の原 因菌 として一般 的に見 られ るE.coli

に対 する検 出率 は,従 来80%以 上 とい う報告が ほ とん

どであ ったが9'10),今 回 の検討で は52.8%の 検 出率 で

従来 の報告 に比べ て低 い結 果で あった.通 常,E.coli

は硝 酸還 元能 を有 しているため高 い正診率が予想 され

たが,今 回は低値 で あった ため,E.coliの 単 独 菌感

染の場 合のみで,複 雑性尿路感 染症 と単純性尿路感染

症 に分 けて検討 した ところ,前 者 は71.2%の 陽 性率

(28検 体 中20検 体 陽性)で あ ったの に対 して,後 者 は

31.6%の 陽性 率(19検 体 中6検 体 陽性)に す ぎず,単

純性 尿路 感染症で偽 陰性 であ った13例 はすべ て急性単

純性膀胱炎であった.

一方
,尿 中細菌数 と本法の陽性率の関係は,菌 数が

多 くなる程,感 度,正 診率が高 くなるが,上 昇率はそ

れほど大 きくなく,感 度に関しては51.0%か ら55.4%

程度の上昇であった.亜 硝酸試験で細菌尿を診断する

場合には,① 起炎菌が硝酸還元能を有 していること,

②尿中に硝酸塩が存在 していること,③ 尿路での細菌

の貯留時間が4時 間以上であること,④ 尿中にアスコ

ルビン酸が存在 していないこと11>などが必要である

とされている.こ のような条件 を満た している場合に

陽性の結果が得られるが,急 性単純性膀胱炎の患者は

強い頻尿のため,実 際は4時 間の蓄尿は困難である.

また今回の検討では,外 来患者の特に条件 を設定 しな

い来院時尿を用いているため,充 分 な菌量のE.coli

が存在 したにもかかわらず偽陰性になった例が多 く見

られた もの と思われる.尿 試験紙法 はその簡便性か

ら,日 常の外来診療においてその有用性が発揮 される

ものであるが,急 性単純性膀胱炎においてこのように

偽陰性が高率であることは,充 分認識 してお くべ きで

ある.な お腸内細菌属の細菌であれば,亜 硝酸試験を

3回 繰 り返せ ば偽陰性がほとんど無 くなるとい う報

告12)もあるが,そ の簡便性を相殺することにな り実

際的ではなくなる.

亜硝酸試験は,特 異性が高いこと,す なわち偽陽性

が低いという点,お よびその簡便性から臨床的に有用

であると考えられる.し か し,ほ とん どの起炎菌 を

E,coliが 占める急性単純性膀胱炎 において も,強 い

頻尿を有する場合にはその信頼性がかな り低 くなるの

で,亜 硝酸試験を行う場合には,採 尿時の条件を考慮

に入れる必要があることが,今 回の調査で再確認され

た.

結 語

細菌尿 に対する亜硝酸試験の有用性 を,1,318検 体

の顕微鏡検査 と,132検 体の尿定量培養とで比較 し,

以下の結果を得た.

1)尿 沈渣細菌 ±以上に対する亜硝酸試験の感度は

44.0%と 劣っていたが,特 異度は96.9%と 優 れてい

た.

2)尿 定量培養との関係において,IO4CFU/ml以

上を有意な細菌尿 とした場合に,感 度 は53.4%と 低

かったが,特 異度は88.6%と 優れていた.

3)検 出率 はグラム陽性球菌の場合の21.4%に 比し

て,グ ラム陰性桿菌の場合56.9%と 優れていた.

4)偽 陰性 は亜硝酸還元能を持たないグラム陽性球

菌と,尿 路における不十分な貯留時間しか有さない急

性単純性膀胱炎の患者の検体か ら多 く得 られた,

以上より,亜 硝酸法を用いた尿中細菌検出法は,グ

ラム陽性球菌のみならずグラム陰性桿菌においても感
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度において劣るが,特 異度においては優れてお り,簡

易な補助診断法 としてその欠点 を考慮に入れれば有用

であると思われた.

稿を終えるにあたり,本 研究の検査助手 として御尽力いた

だいた猿渡明子殿に感謝致 します.
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